


①ライフジャケット

体格にあったものを選び、ベルトやファスナーは確実に締めて、適切に着用しましょう。

②釣り場に応じた履物

釣り場は、水辺に近いことから苔などにより、滑りやすくなっています。滑り止め効果の

高い靴底、かつ脱げにくい靴などの点をご確認いただき、適切な履物をお選びください。

③通信装備（防水ケース入り携帯電話）

水に濡れたり、水面に落としても沈まず使用できるように防水ケースに入れて持ち運び

ましょう！

釣りを安全に楽しむために、必要な装備を装着しましょう！

釣り中の事故に注意！

【最低限必要な装備】

詳しくは、
こちらから！

【事故事例１】

事故者（ライフジャケット着用）は、友人と２名で、波高３ｍの
中で磯釣り中、突然の大波にさらわれ海中転落した。友人は海上で
手を振る事故者を認め、118番通報で救助要請し、その後、海上保
安庁ヘリが救助したが、搬送先で死亡が確認された。

事故現場

【事故事例２】

夜釣りにきていた男性1名が飲酒し、ライフジャケット未着用で
ヘッドライトも使用せず、釣りを行い、誤って防波堤から消波ブロッ
クが設置されている岩場に転落して、身体が強打したことによる骨折、
骨折した骨による内蔵損傷等の重篤な負傷を負った。

出発前はもちろんのこと、釣り中でも最新の気象・海象情報を入手
し荒天が予想される場合は、中止や早めに切り上げましょう。

釣りをする際は飲酒を控え、必ずライフジャケットを着用しま
しょう。また、周囲の確認や手元が使えるようヘッドライトを装
着しましょう。


